
 

ひぐらしどくしょノート 

（指導用） 

 

１． としょかんのつかいかた（１年生）  ２ 

２． としょかんのつかいかた（２年生）  ３ 

３． 本のラベル             ４ 

４． こくごじてん            ５ 

５． ひゃっかじてん           ６ 

６． 図かん１              8 

７． 図かん２              ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《としょかんのつかいかた 1年生》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇ひぐらし小の図書館の使い方を知り、マナーを守って活用すること

ができる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇学年初めにオリエンテーションを行う。 

〇図書館がどんなところなのか説明を聞いて、マナーやルールを知る。 

〇ラベルを意識し確認させることで、自分で棚に返せるよう指導する。 

〇借りられない図書があること、いろいろなマークラベルを知る。 

〇実際に借りてみる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇図書館の使い方や、本のさがし方を指導する。 

〇貸し出し手続きのやり方を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇返す日を守ったり、本棚に自分でもどしたりする。 

 

 

  



《としょかんのつかいかた 2年生》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇ひぐらし小の図書館の使い方を再確認し、ラベルを見て本をもどす

ことができる。 

○違う棚に入っている本を見つけることができる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇学年初めにオリエンテーションを行う。 

〇図書館での過ごし方を確認し、２年生としてマナーやルールを守る。 

〇ラベルを見て、自分で本棚に返せるよう指導する。 

〇いろいろな種類のラベルを意識し、何を意味しているか教える。 

〇実際に借りてみる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇図書館の使い方や、本のさがし方を指導する。 

〇貸し出し手続きのやり方を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇返す日を守り、本棚に自分でもどす。 

 

 

  



《ラベル》 

  

 

＜ねらい＞ 〇図書にはラベルが付いていて、ラベルの意味を知ることで本のある

場所を探すことができる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇図書館の本にはラベルが付いていることを知る。 

〇ラベルの見方を知る。ひぐらし小では３ケタの数字で表している。 

○棚に表示されている数字はラベルの一番左の数字と同じ。（分類を表

している） 

      

〇著者記号、巻数の欄を説明する。 

〇本は仲間ごとに分かれている。どんな仲間で分かれているのか大ま

かに知る。 

＜学校司書の役割＞ 〇ラベルの見方、本のさがし方・返し方を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇ラベルを見ながら本を返し、近くにどんな本があるかを知る。 

〇いろいろな仲間の本がどこにあるかを知り、友達と教えあう。 

  



《国語
こ く ご

じてん》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇どんな時に国語辞典を使うのか、また、言葉の出てくる順番を知

る。 

 

＜活用のポイント＞ 〇国語辞典の役目を知る。 

〇言葉の並び方（五十音、濁音、半濁音、のばす音、拗音、促音）を

知り、自分で探す。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇一斉指導をするために国語辞典を人数分用意する。（図書館にある

『旺文社小学国語新辞典第４版ワイド版』使用） 

〇理解の難しい児童に個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇教科書や本に出てくる分からない言葉の意味を引いてみる。 

 

 

  



《ひゃっかじてん》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ねらい＞ 〇百科事典のしくみを知り、「背」「つめ」「柱」を使って百科事典を

活用する。 

 

＜活用のポイント＞ ○図書館で行う。 

〇ポプラディア百科事典を各机に１セットずつ置く。（6セット） 

〇百科事典も五十音順に並んでいることを知る。 

〇知りたい事柄を「背」で見付け、「つめ」で検討を付けながら開

く。「柱」を見て載っているページを限定する。 

〇クイズ形式の問題で調べる練習をする。 

＜学校司書の役割＞ 〇各机にポプラディア百科事典１セットの本を用意する。 

〇百科辞典の使い方について指導する。 

〇理解の難しい児童に個別に指導する。 

＜発展的な活動＞ 〇いろいろな言葉の調べカードを用意し、百科事典に出ているか調べ

る。調べ終わったら次のカードを引く。（次ページ参照） 

 

 

  

 

 



 

「言葉調べカード」 

 

      

 

 

                 カードは図書館にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《図かん》 

  

 

＜ねらい＞ 〇いろいろな図鑑があることを知り、図鑑の構造が分かる。 

○調べるときに適切な図鑑を選ぶことができる。 

〇目次や索引の使い方が分かる。 

 

＜活用のポイント＞ ○図書館で行う。 

〇図鑑には植物図鑑や動物図鑑など、いろいろな種類の図鑑があるこ

とを知る。 

〇図鑑は各分類の本棚に置いてあることを知る。 

〇調べるものの仲間が分かっているときは「もくじ」を見る。また、

「もくじ」を見てどんな仲間があるかを調べる。 

〇調べるものの名前が分かっているときは「さくいん」を見る。「さ

くいん」は五十音順になっていることを知り、最初の文字を探して

調べる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇人数分の図鑑を揃え、図鑑の探し方について指導する。 

〇図鑑の使い方について、理解の難しい児童に個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇興味あるものを、実際に調べてみる。（「図かん２」を使用） 

 

  



 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇調べたいものが具体的にどんな図鑑で、本棚のどこにあるのか知

り、実際に自分で調べてみる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇調べたいものの図鑑の内容、場所を確認させる。 

〇前時の図かん１で習った「もくじ」や「さくいん」の使い方を想起

させ、みんなで例題を解いてみる。（図書館に例題の写真カード有

り） 

〇自分で実際に調べてみる。調べたいものを先に決め、本棚から本を

取り出し、図鑑の名前、乗っていたページ、分かったこと、「もく

じ」を使ったか、「さくいん」を使ったかを、調べカードに記入す

る。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇調べ方の理解が難しい児童を個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇調べたことを発表する。 

 

 


